
(6)  平成 6年寸月15日広報ひらつか

乙女の自衛消防隊
消防出初め式が 1月 6日、総合公園で

行われ、日夜訓練に励んでいる消防団や

自衛消防隊が操法技術を披露した。
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と
ん
だ
ば
や
し
し

富
田
林
市

清
村
貴
子
さ
ん

(岡
崎
)

λ
w

現
門此

・金
山

、・.

¥~、早、、、、
国
重
要
文
化
財
の
旧
杉
山
家
住
宅

と
来
月

一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
優
介
と
の
三
人
家
族
。
立
ち

歩
ぎ
を
始
め
た
優
介
は
、
今
年

の
お
正
月
、
実
家
で
初
め
て
の

お
年
玉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第 519雪

••• • 
・0・b、手ム

つ の
も家
{土 方笑
事
カt

f亡
し
し、
ノ可
ノT

ゆ
行
〉安
法
掲
示

・
写
真
展
の
作
品
募
集

湘
南
写
真
フ
ォ
ー
ラ
ム
別
実

行
委
員
会
で
は
、
合
同
展

(
3

月
白
日

1
4月
5
日
・
市
民
プ

ラ
ザ
)
に
出
展
す
る
写
真
を
募

集
し
て
い
る
。

マ
要
領
①
四
つ
切
り
以
上

②
パ
ネ
ル
張
り
か
額
装

③

1

人
1
点
、
組
写
其
も
可

マ
出
品
料
個
人
は
無
料
、
グ

ル
ー
プ
参
加
の
み
1
万
円

マ
応
募
期
限

2
月
日
目
(
火
)

マ
搬
入

3
月
初
日
(
水
)
午

後

1
時
1
3時

マ
搬
出

4
月
5
日
(
火
)
午

後
3
時
1
5時

問
い
合
わ
せ
は
、
同
実
行
委

員
会
事
務
局
(
電
話
回
ー
一
一
ニ

一
五
)
へ
。

-
基
礎
点
字
を
学
ぼ
う

平
塚
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団
で

は
、
点
字
講
習
会
を
聞
く
。

マ
日
程

2
月
8
日
1
3
月
1

日
ま
で
の
毎
週
火
暇
日、

全
4

回・
時

間

午

後

l
時
初
分
1
3

時
初
分

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
募
集
人
口
加
入
(
先
泊
順
)

マ
申
込
先
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ゆ
袋
必
心
逗

H'

。
醸
り
ま
す

①
有
料

お
ま
る
、
プ
ラ
イ
タ
ー
、
エ
レ
ク
ト
l
ン
、
柔

男
子
ス
キ
1
ウ
ェ
ア
、
男
児
子
供
道
治
②
無
料
ぶ
ら
ん
と
、
歩
行

服
、
離
乳
食
の
食
穏
、
晴
乳
ピ
ン
セ
器
、
エ
レ
ク
ト
1
ン
、
ゆ
り
か
ご
、

ッ
ト
、
子
供
用
収
納
か
ご
、
回
転
座
医
療
用
ベ

ッ
ド
、
男
子
幻
勺
自
転
車

い
す
、
ソ
フ
ァ
ー
セ
ッ
ト
、
医
師
耐
用

O
擦
っ
て
く
だ
さ
い
ベ
ビ
ー
カ
ー

ベ
ッ
ド
、ワ
ー
プ
ロ、

B
S
ア
ン
テ

(A
盤、

B
型
、
双
子
用
)
、
ベ
ビ
ー

ナ
、
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
パ
ス
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
、
子
供

ジ
ュ
ー
ス
ミ
キ
サ
ー
、
フ
ー
ド
プ
ロ
服
、
ス
キ
l
板
、
ス
キ
I
靴
、
ス
キ

セ
ッ
サ
1
、
都
市
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
l

l

ウ
ェ
ア
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
ベ
ビ
ー

タ
l
、
ギ
タ
1
、
茶
道
セ
ッ
ト
、
ス
l

服
、
子
供
用
ビ
デ
オ
教
材
、
男
子
学

ツ
ケ
1
ス
、
剣
道
防
具

一
式
、
タ
イ
生
服
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、

ゆ
り
か
ご、

。
私
の
ふ
る
さ
と

大
阪
都
心
か
ら
車
で
約
三
十

分
ほ
ど
の
沼
田
林
市
は
、
白
壁

と
瓦
(
か
わ
ら
)
屋
根
の
ま
ち

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
寺

内
町
に
は
、
現
在
約
六
百
軒
の

家
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の

二
百
五
十
軒
が
伝
統
的
家
屈
と

な
っ
て
い
ま
す
。

私
が

一
番
紹
介
し
た
い
場
所

は
。
城
之
門
筋
H

を
中
心
と
し

た
エ
リ
ア
で
す
。
約
三
行
年
前

の
も
の
か
ら
江
戸
・
明
治
・
大

正
と
、
各
時
代
を
代
表
す
る
商

家
が
競
う
よ
う
に
建
ち
並
ん
で

い
ま
す
。
と
に
か
く
静
か
で
良

い
ま
ち
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
、
高
校
野
球
で
有

名
な
P
L
学
園
高
校
も
あ
り
ま

す
。
今
年
は
ぜ
ひ
甲
子
園
に
行

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

。
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

平
塚
に
転
入
し
て
か
ら
約

一

ン
タ
l
(電
話
お
l
二
三
三
三
)

・
童
謡
の
集
い
を
開
く

マ
日
時

2
月
日
日
(
臼
)
午

後
0
時
初
分
開
演
、
入
場
自
由

マ
会
場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

マ
出
演

瓦

和

会
、
つ
る
み
ね

幼
稚
園
、
さ
く
ら
会
、
貴
峯
荘
、

ひ
ま
わ
り
児
童
合
唱
団
、
指
笛

音
楽
、
宜
紹
愛
好
家
族
グ
ル
ー

プ
、
平
塚
童
謡
の
会

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
童
謡

の
会
事
務
局
(
電
話
訂

1
0四

五
九
)

-
レ
ス
リ
ン
グ
す
る
会

サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ア
1
ツ
レ

ソ
フ
ァ
ー
、
洗
溜
機
、

二
段
ベ
ッ
ド
、

ワ
ー
プ
ロ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
電
子

レ
ン
ジ
、
掃
除
機
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

電
磁
調
理
機
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
炊
飯
ジ
ャ

ー
、
趨
管
速
加
湿
機
、
こ
た
つ
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
レ
ン
ジ
、
自
転
車
、
は

し
ご
、
ミ
シ
ン
、
人
台
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
ベ
ビ
1
ベ

ッ
ド
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
メ
ト
ロ
ノ

ー
ム

ス
リ
ン
グ
湘
南
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。

高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
た

レ
ス
リ
ン
グ
の
会
。
練
習
は
毎

週
火
眠
日
午
後
7
時
か
ら
9
時

ま
で
青
少
年
会
館
で
。
入
会
金

二
千
円
、
月
会
費
四
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話
出
|
六
三
ニ
ニ
)へ。

・
ソ
フ
ト
部
員
を
募
集

平
塚
市
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
で
は
、
部
員
を
募
集

し
て
い
る
。

対
象
は
小
学
生
の
女
子
で
、

部
費
は
月

一
千
円
。
入
部
を
希

。
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
塙
づ
く

り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

へ。

望
さ
れ
る
方
に
は
、
市
内
に
5

つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
で
近
く

の
ク
ラ
ブ
を
紹
介
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
連
盟
事

務
局
(
屯
話
お
|
七
九
八
六
)

へ。-
初
級
者
の
手
話
講
座

七
夕
会
に
よ
る
手
話
講
習
会

が
開
か
れ
る
。

マ
日
程

1
月
四
日

(
火
)

1
2月
幻
日
(火
)
ま
で
の
全

5
回

・
時

間

午

後

1
時

3
3時

マ
会
場

福
祉
会
館

マ
募
集
人
民
犯
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
(
屯
話
お
l
二
三
三
三
)

・
平
塚
あ
る
く
会
例
会

マ
臼
時

1
月
日
日

(
臼
)
、

降
水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
は

幻
自
(
日
)
、
以
後
中
止

・
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
午
前
8
時

マ
コ
1
ス
平
塚
駅
|
逗
子
駅

.・
・延
命
寺
・
・
・宗
泰
寺
:・
東
昌
寺

・・
・光
照
寺
・
・
・
仙
光
院
・・
・長
運
寺

.・
・玉
蔵
院
・
・
・逗
子
駅
l
平
塚
駅

マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
雨

具
、
交
通
貨
一
千
百
五
十
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
事
務

局
(
電
話
出

l
三
四
O
ご

。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ク

ル
や
団
体
の
掲
示
板
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
の

ぺ
l
ジ
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
。
お
気
軽

に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課

「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係
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，
 

年
四
か
月
。
岡
崎
に
住
ん
で
い

恥

ま
す
が
、
窓
を
聞
け
る
と
山
々

は

が
眺
め
ら
れ
、
宮
田
林
市
と
似

一

た
風
景
で
す
ね
。

一

パ
パ
が
休
み
の
と
き
は
よ
く

一

総
合
公
園
に
出
掛
貯
ま
す
。
緑

一

が
多
く
と
て
も
好
き
な
場
所
で

一

す
。
ま
た
海
も
好
き
で
す
が
、

一

湘
南
地
方
に
あ
る
平
塚
海
岸
が

一

遊
泳
禁
止
の
海
岸
と
は
知
り
ま

一

せ
ん
で
し
た
。

一

〈募
集
}
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

一

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

だ
さ
い
。

一

@
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

一

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

ト

課

「私
の
ふ
る
さ
と
」
係

“
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-

調
回
開ず

心
の
休
養

毎
日
、
十
数
人
の
子
供
た
ち
が
、
子
ど
も

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
適
応
指
導
教
室

に
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
教
室
に
通
っ
て
い
る
子
供
た
ち
は
、

様
々
な
理
由
で
、
現
在
、
学
校
を
休
ん
で
い

る
小

・
中
学
生
で
す
。

教
室
に
入
る
と
、
さ
っ
そ
く
ゲ
1
ム
を
始

め
る
子
、
こ
の
教
室
で
知
り
合
っ
た
仲
間
と

話
し
始
め
る
子
、

「先
生
、
勉
強
を
教
え
て

く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て、

学
習
に
取
り
組
む

子
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ぺ
1
ス
で
活

動
し
始
め
ま
す
。

教
室
で
の
生
活
は
、
基
本
的
に
は
自
分
で

自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
の

よ
う
に
チ
ャ
イ
ム
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
時
間

割
り
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
中
に
は
、
何
を

し
た
ら
良
い
か
迷
っ
て
い
る
子
供
も
い
る
よ

う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
通
い
始
め
て
何
回
か

す
る
と
、
自
分
な
り
に
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
、
夕
方
ま
で
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い

き
ま
す
。

砂
明
る
い
不
登
校
。
と
い
う
言
葉
で
表
現

す
る
の
は
不
適
切
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
、
彼
ら
と
接
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な
感
じ

さ
え
受
け
ま
す
。

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
い
ず
れ
も
。
つ
ら

い
時
間
H

を
過
ご
し
て
き
た
彼
ら
に
と

っ

て
、
こ
の
教
室
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
べ
I
ス

で
生
活
す
る
こ
と
は
、

今
ま
で
の
か
心
の
疲

れ
。
を
癒
(
い
や
)
し
、
少
し
ず
つ
で
す
が

グ
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
を
た
め
て
い
く
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

子
供
た
ち
の
不
登
校
に
対
す
る
思
い
は

様
々
で
す
が
、
悩
み
が
深
刻
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
砂
考
え
た
く
も
な
い
。
と
い
う
の
が

一
番
正
直
な
気
持
ち
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば、

今
ま
で
の
こ
と
、

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
で
き

る
ま
で
、
砂
し
ば
し
休
憩
。
と
い
う
の
も
、

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側

・
電
話
お

l
六
O
一
二

【第 3部 】「流浪の民」独唱「若返りのJflJ
より 4つの歌曲、「ポル カとワルツJ

・指簿 トーマス ・ペ ッ トヒャー

@<Jr==l~⑮勾曾国園甲沼会溺

会場

。入 場料 S席 4，000円、 A席3，500円
。前 売開始 1月23日(目)午前10時から

。前売所市民センタ一、 チケットセゾン、

チケッ トぴあ、ヤンレイレコード、稲元昆

楽器底、サクラ相I苫本l苫、花水田1苫、出口

由1苫

・危話予約は 1月25日ω午前 8時30分から市

民セ ンターへ(屯話32ー2235)

【第 l 部】 『来たれ納~J rmゆ く人よ」独唱 「来 た
れ主よJrアヴェマリア」

【第 2部 】ウィ ーンの人4 の生活、 ヨハンシュ トラ
ウスのメロディ ーによる一幕

5月24日(火)
午後 6時30分開演

市民センターホール

とき

労働セミナー「労働教育講座J

箇〈ごと告患をるごと
一一一わた しの選択一一一

2月 8日 (火)
午 後 6時 - 8時

勤 労 会館
講師福島瑞穂さん

(弁護士)

き

ところ

と

福島瑞穂プロフ ィール
?g2東);(弁滋士会所属。 アジアからの出
線ぎ女性の 「女性の家HE L PJの顧問
弁護士。 円本テレビ「ウ エークアップ/J
で活断i中。

※入場無料。駐車場がないので、車でのと来

場はご逃胞を。お子さま連れの方は、当日保

育室を用窓するので希望される方は28日ま

でに勤労会館(屯話32-3555)へご連絡を。
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小
児
成
人
病
の

講
演
会
を
開
く

マ
日
時

1
月
M
日
(
月
)
午

後
2
時
叩
分
1
4時

マ
会
場

教
育
会
館
大
会
議
室

マ
講
師
東
京
女
子
医
科
大
学

付
属
第
二
病
院
小
児
科
教
授

村
田
光
範
氏

マ
内
容

小
児
成
人
病
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
七
八

O
)

健
康
課

大
腸
が
ん
予
防
教
室

マ
日
程
、

内
容

・
1
月
幻
自
(
木
)
大
腸
が
ん

痴
ほ
う
老
人
相

談
と
介
護
教
室

【老
人
性
痴
ほ
う
疾
患
相
談
】

マ
日
時

1
月
初
日
(
水
)
午

検
診
と
予
防

・
2
月
3
日
(
木
)
大
腸
が
ん

予
防
の
食
事

・
生
活
指
導

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

叩
分
1
3時

マ

会

場

大
野
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)

イ
ン
フ
ル
エ

ン

ザ
の
予
防
接
種

マ
対
象

3
歳
以
上
回
歳
未
満

(中
学
3
年
在
学
中
も
含
む
)

の
方

マ
料
金
無
料

マ
接
種
方
法
開
業
医
、
病
院

で
2
月
初
日
(
月
)
ま
で
に
、

U
×
お

後
1
時
泊
分
5
3時
初
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
ぼ
け
に
悩
ん
で
い
る
方

【痴
ほ
う
老
人
介
護
教
室
】

マ
日
程

2
月
1
口
(
火
)
、

8
日
(
火
)
、
国
口
(
金
)
、

4
週
間
の
間
隔
で
2
回
接
種
す

る
。接
種
目
は
医
師
と
相
談
を
。

マ
持
参
す
る
物
保
険
証
、
母

子
手
帳
(
就
学
前
の
幼
児
の
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
八
)

心
の
健
康
相
談

マ
日
程

1
月
初
日
(
水
)
、

2
月
2
日
(
水
)
、

9
日
(
水
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

初
分

4
3時
叩
分

マ
会
場
平
壌
保
健
所

マ
対
象
心
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者

利
神
科
医、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

お
日
(
金
)
、
全
4
日
間

※
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

初
分
3
3
時
加
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

(
四
日

の
み
平
塚
特
別
援
護
老
人
ホ
ー

ム
)

マ
開
師

市
恨
ム
ロ
病
院
長

話
詑

l
O
一
三

O
)
予
約
制

ア
ト
ピ

l
性
皮

膚
炎
予
防
教
室

マ
日
程
、

内
容

・
2
月
8
日
(
火
)
ア
ト
ピ
l

性
皮
悶
炎
に
つ
い
て

・口
臼
(
木
)
住
ま
い
と
ダ
ニ
、

食
事
と
生
活
の
工
夫
に
つ
い
て

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
日
時

5
日
時
品
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
乳
幼
児
を
も
っ
母
親

初
人
(
先
着
順
)
、

2
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
の
保
育
あ
り

マ
申
込
先

平
塚
保
健
所
(
電

話
泣

1
0
一一ニ

O
)

回

辺
辰
二
医
師

(
8
日
の
み
)

マ
内
容

痴
ほ
う
の
知
識
と
予

防
、
保
健

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
、
施
設
見
学
ほ
か

マ
定
員

初
人

※
申
込
先
平
康
保
健
所
(
屯

話ロー

o一=一
O
)

下
品
な
と
い
う
具
合

に
、
性
と
い
う
も
の

を
も
と
も
と
卑
し
い

も
の
と
考
え
る
風
潮

が
あ
る
。

老
人
の
側
に
も
責

任
が
無
い
こ
と
も
無

く、

「も
う
そ
ん
な

こ
と
に
は
関
心
が
無
い
よ
」
と
、
無
理
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。人

間
の
性
機
能
は
、
年
齢
と
と
も
に
衰
え

る
が
、
異
性
へ
の
関
心
は
生
涯
失
わ
れ
る
こ
・

と
が
な
い
。
そ
れ
が
生
命
力
の
根
源
と
さ
え

な
っ
て
い
る
。
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
異
性
と
知
り
合
え
る
機
会
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
参
加
し
、
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
(
健
康
課
)

3ポ1¥ク広硲5
抱

1 

め
tζ 

老
人
と
性

1万人の会員

人
間
が
生
き
て
い

く
上
で
持
ち
続
げ
る

欲
求
に
は
、
食
欲
と

性
欲
が
あ
る
。
こ
の

い
ず
れ
か

一
つ
が
欠

け
て
も
、
他
脱
と
は

言
え
な
い
状
態
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
食
欲
は
当
然
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
性
欲
は

「
い
い
年

を
し
て
」
と
か

「老
人
の
く
せ
に
」
と
い
っ

た
言
葉
が
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
受
け
取
れ
る
老
人

に
対
す
る
特
別
視
に
は
、
年
齢
を
虫
ね
た
ら

人
間
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
す
べ
き
だ
、
と
い

う
若
い
人
た
ち
の
、
暴
力
的
独
り
合
点
が
感

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、

一
万
で
は
今
さ
ら
何
を

加入しよう老人クラブ・ 柳嚢敏郎コンサートツアーrAJ

'レ

オ
扮

4

は

郎

夕

日
6

ン

-
}
後
也

月
許
民
民

2
駒

市

日時

会場

地域づくりに取り組む
老人クラブは、 60歳以よの方で構成さ

れ、現在市内に173団体、 1万人を超え

る会員のみなさんが生きがいと健康づく

りに取り組みながら地域づくりに参加し

ている。 A J .. i~4' . 000円

市民センタ一、チケットセ ゾン、

チケ ッ トびあ(長崎康 4階)、ヤンレイレ

コード (ラスカ 4iPa)、稲元民楽探 l苫、サ

クラ判1宗本倍、花水平~l苫ほか

。聞い会わせ先市民センター(屯話32-2235)

SJ再&4.50()PJ，。入 場料

。前売 所

⑨加入の方法と問い合わせ

【主 な活動 内 容 】

CD社会奉仕活動友愛チーム活動 、 施設

訪問、清掃炎化活動など

② 生きがいを高 める活動 老人大学問

座、サークル活動、施設見学など

③ 健康 づ くり活動 スポーツ大会、健康

教室、スポーツ教室 など

-高齢福祉課(内線211)
- 老人クラブ連合会事務局

福祉会館内(電話33-2333)



(8) 

保
健
給
食
係
(
内
線
五
二
一
)
の
地
域
の
自
治
会
長
、
ま
た
は
班
マ
会
場
勤
労
会
館
中
会
部
室
室
(
駅
南
口
)

A
V戦

没

者

特

別

給

付

金

長
、
組
長
等
へ
お
申
レ
出
を
。
マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く
り
マ
梢
師
洋
ラ
ン
研
究
家

市
で
は
、
特
別
給
付
金
の
段
終
詳
し
く
は
、
地
域
づ
く
り
課
市
鶴
市
民
相
談
係
(
内
線
二
九
=
一
)
昌
敏
氏

償
還
を
終
え
た
戦
没
者
等
の
姿
に
民
生
活
係

(内
線
二
六
三
)
に
お

A
V
市

民

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

マ
内
容
家
庭
洋
ラ
ン
の
作
り
方

改

め

て

特

別

給

付

金

を

支

給

す

尋

ね

を

。

マ

期

日

2
月
初
日
(
臼
)
マ
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

る。

・

地

球

環

境

の

作

文

を

マ
会
場
総
合
公
悶
周
辺
コ
l
ス

県

湘

南
闘
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
冠

マ
対
象
第
叩
回
特
別
給
付
金
い
地
球
環
境
を
考
え
る
会
で
は
、
マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
話
お
|
O
五
九
三
)

号
国
償
信
宇

5
年
4
月

1

日

で

公

務

扶

助

料

、

す

る

。

学

生

以

上

の

方

済

生

会

平

塚

病

院

で

は

、

高

齢

遺
族
年
金
等
を
受
給
す
る
権
利
の
マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
マ
種
目

一
般
男
子
5
J
M
-
m

化
社
会
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

あ

る

方

学

4
3
6年
生
ま
た
は
中
学
生

J
M、
刊
歳
以
上
男
子
5
J
M、
い
る
痴
ほ
う
に
つ
い
て
の
駒
演
会

マ
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
マ
応
募
規
定
地
球
環
境
、
自
然

中
学
生
男
子
5
J
M、
一
一般女
子

を

聞
く
。

参
加
無
料

生
活
福
祉
課
管
理
係
(
内
線
二
一

環
境
、
ご
み
環
境
、
プ
レ
サ
イ
ク

5
J
M、
高
校
生
女
子
5
J
M、
マ

日

時

1
月
お
日
(
火
)
午
後

O
)

ル
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
い
こ
中
学
生
女
子
3
J
M、
視
党
障
害

2
時
1
4時

-

身

障

者

の

更

生

相

談

と
、
知
り
た
い
こ
と
。
ま
た
は
こ
者
男
子
3
キ
ロ
討
、
視
党
障
害
者
女
マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院
3
階

A
V給

食

業

者

の

登

録

を

市
で
は
、
身
体
障
答
者
の
補
装
う
し
た
ら
良
い
と
思
う
こ
と
な
ど

T
J
J
M川

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

ル

l
ム

平
塚
市
学
校
給
食
会
で
は
、
平
兵
相
談
会
を
聞
く
。
を
原
稿
用
紙
1
枚
(
組
名
も
含
む
)
マ
参
加
料
一
般
六
百
円
、
高
校
マ
間
師
済
生
会
平
塚
病
院
長

成
6
年
度
の
学
校
給
食
用
食
材
料
マ
日
時

1
月
M
臼

(

月

)

午

後

に

魯

く

生

四

百

円

、

中

学

生

三

百

円

渡

辺

庄

造

氏

の
納
入
を
希
望
す
る
新
規
登
録
業

1
時
1
2
時

マ

応

募

期

限

2
月
お
日
(
月
)
マ
申
込
期
間

1
月
口
臼
(
月
)
マ
内
容
老
年
期
痴
ほ
う
に
つ
い

者

の

申

部

を

受

け

付

け

る

。

(

す

マ

会

場

福

祉

会

館

マ

応

募

先

環

境

衛

生

業

務

課

1
沼

田

(

金

)

て

で
に
澄
錯
し
て
あ
る
業
者
は
除
マ
内
容
強
形
ブ
ロ
ッ
ク
相
談
(
内
線
五
三
O
)

申
し
込
み
は
、
申
込
用
紙

(
平
マ
申
込
先
同
病
院
(
包
括
訂
|

く
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
陣
怨
福
祉
楳

.

不

動

産

の

説

明

会

塚
球
場
内
体
育
課
、
平
塚
競
技
場
O
五
二
O
)

マ
申
請
用
紙
の
交
付

1
月

げ

日

障

害
福
祉
係
(
内
線
二
二
こ

こ

れ

か

ら

マ

イ

ホ

L
ム
を
購
入
に
あ
る
)
に
必
要
事
項
を
記
入
の

@

技

術

校

生

を

募

集

(月
)
1幻
日
(
金
)

A
マ
自
治
会
ヘ
加
入
を

す
る
方
の
た
め
に
、
不
動
産
取
り
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
体
育
課
県
立
平
塚
高
等
職
業
技
術
校
で

マ
申
問
の
受
け
付
け
1
月
幻
白
地
域
の
防
犯

・
防
災

・
衛
生
活
引
き
の
基
本
的
知
識
を
わ
か
り
や
(
屯
話
出
|三
O
六
O
)
へ
。
は
、
平
成
6
年
度
4
月
入
校
の
技

(月
)
1
2
月
4
日
(
金
)
動
へ
の
取
り
組
み
ゃ
会
員
相
互
の
す
く
解
説
す
る
説
明
会
が
聞
か
れ

・

園

芸

教

室

を

開

く

術
校
生
を
都
銀
す
る
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
ふ
れ
あ
い
の
た
め
、
自
治
会

(町

る

。

入

場

自

由

マ

日

時

2
月
日
目
(
金
)
午
前
マ
募
集
職
(
人
民
)
、
訓
練
期
間

1
午
後
4
時

却

分

内

会

)

へ

加

入

し

て

い

た

だ

き

た

マ

日

時

2
月
3
日
(
木
)
午
後

9
時
却
分
3
日

時

叩

分

①

装

飾
工
芸
(
却
人
)
1年
②

マ
交
付
お
よ
び
受
付
先
学
務
課
い
。
加
入
を
希
望
す
る
方
は
、

そ

1

時

3
5時
マ

会

場

県

農

業

会

館

3
階
会
議
イ
ン
テ
リ
ア
工
芸
(
日
人
)
1
年

以
お
お
幻
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

G
お
お
お
お
お
お
お
幻
お
お
お
お
お
銭
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
叙

h

，d' 

……

一
民

守

一

市
内
に
は
、
:
す
が
、
後
継
者
が
あ
ま
り
い
な
育
成
や
指
導
守
さ
れ
て
い
る

一
与

え

一

平
塚
市
の
郷
土
唄
、
サ
サ
ラ
踊
り
の
盆
踊
り
唄

以

内制

γ
ι
:
ー

か
ら
受
け
継
が
れ
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
市
で
の
で
し
ょ
う
か

ヶ
li
l
---~
伝
統
芸
能
に
は
、
な
ど
、
多
く
の
古
民
謡
は
継
承

以

ぬ

て
い
る
郷
土
伝
統
芸
能
が
あ
り
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の

よ

う

(

御
殿
原
正
一
さ
ん
)

人
形
浄
瑠
璃
(
る
り
)
芝
居
や
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

均

一

VAh-----R凶
園
田
M
・
E

・
E
・
聞
副
・
圃
副
司
a
F

』
4
-E

嚇

(は
や
)
子
太
鼓
、
古
民
謡
の
で
、
楽
時
化
し
て
そ
の
保
存

削附

3
j
H輔河川
V
74
後

?

な

ど
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
に
努
め
る
ほ
か
、
特
に
継
承
ふ

主
臨調閤
邑E
慣

」

の
成

チ

ロU
U
即
時
間
宮
崎
町
諮
問
訪
日
比
一
体

m
d
什
}
・
咽
d
圃
.
.
 
一
一

能

育

忠

商
校
の
文
楽
部
や
同
校
の
卒
業
形
浄
瑠
璃
芝
居
後
継
者
養
成
事

m

mM
だ
よ
名
一

dh'
二

宅

生
を
中
心
と
し
た
湘
南
座
、
市
撲
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

お

ユ
門
U
Fベ品
目

・

ニ

一

芸

の

喋

役
所
職
員
で
組
織
し
て
い
る
文
芸
こ
れ
ら
の
郷
土
伝
統

ぬ

……¥
一
品
薗
踏
闇
F

一

一

土

嘉

楽

関

諮

れ

れ

ド

田

村

討

対

日

r

話
芸
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……

戸

川

幽

圃

司

d

-一一一

郷

継

費

ば
や
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、
前
烏
端
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、
大
神
太
能
ま
つ
り
、
郷
土
芸
能
大
会
、

制

的制

園

一

一

一

一

睡

阻

圃

園

駅

一

一
一

鼓
、
城
所
端
、
昔
ば
や
し
な
公
民
館
ま
つ
り
の
会
場
で
披
露

W
州

、，

e----F'

一

四
圃
・
E
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阿
i

F

E

i
BE
E
f

x
・
田
明

パ

i
l
」

h
閣
咽
圃
・

-

3

一

h
-四
d
p

ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

さ

れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

以

m

一ょ
Y
U
J
E圃
耕

一

民
閣

gw
を
中
心
に
小

・
中
学
生
に
も
呼
く
だ
さ
い
。
(
社
会
教
育
課
)

別

公

区
恥
醐
興
圏
一

一
・

3
R
a

び
掛
け
、
郷
土
伝
統
芸
能
の
継
※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

お

ね
開
基
調
随
踊
司
唾
圃
じ

一
・
2

・R割
承

に

努

め

て

い

ま

す

。

お

気
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司

古

民

謡

は

麦

打
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③
エ
ク
ス
テ
リ
ア
施
工
(
加
入
)

6
か
月
@
住
宅
段
備
施
工
(
加

入
)
6
か
月
⑤
プ
ラ
ン
ト
施
工

(
加
入
)
6
か
月
⑥
建
設
設
計

(
話
人
)
6か
月

マ
申
込
期

間

1
月
刊
日
(
月
)

1
3月
3
日
(
木
)

マ
選
考

3
月
刊
日
(
水
)

マ
選
考
方
法
筆
記
試
験
(国
語
・

数
学
)
、
面
接

マ
応
募
先

岡
高
等
職
業
技
術
校

(
電
話
幻
l
一九一一
一
一)

-

自

助

具

製

作

の

講

習

県
福
祉
プ
ラ
ザ
学
習
班
で
は
、

障
害
を
持
つ
方
の
必
要
に
応
え
る

自
助
兵
の
理
解
を
深
め
、
自
助
具

製
作
に
必
前
置
な
基
本
的
知
識
と
技

術
を
学
ぶ
講
習
会
を
聞
く
。

マ
日
程
、
時
間
、
内
容

・
2
月
3
日
(
木
)
午
後
1
時
1

3
時
「
自
助
具
の
機
能
と
役
割
」

小
田
原
市
立
病
院
作
業
療
法
士

鈴
木
孝
治
氏

-
2
月
4
日
(
金
)
、

5
日
(
土
)

午
後
1
時
5
4
時
叩
分

「自
助

具
製
作
実
習
」
福
祉
プ
ラ
ザ
自
助

兵
製
作
指
導
以
渋
谷
英
男
氏

マ
会
場
平
塚
養
謹
老
人
ホ
l
ム

マ
対
象
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

凶
人
(
先
約
順
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
プ
ラ
ザ
学

習
班
(
電
話
O
四
五
|
三一

一
一ー

一
一
一
一
一
)

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
一
一

五
)
へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ
・

平
塚
背
年

会
議
所
二
千
百
四
円
、
平
塚
西

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

十
二
万
三

千
六
百
六
十
五
円
、
療
の
会

三

万
円
、
協
同
組
合
ま
つ
り
突
行
委

員
会

一
万
五
千
円
、
茶
道
誕
千

家
淡
交
会
湘
南
支
部
五
万
円
、

地
域
婦
人
団
体
連
絡
会
一
万

円
、
平
塚
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

や
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
や

4

1

1

1

4

1
1
」
l
l」
i
M
1
4
1川
1
・1

4

J

J

4

竹
広

R
R
降
下
民
一
村

4

4

 

ベ

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
緩
福
美
容
室
二
万
二
千
五
百
円
、

4

M
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
チ
ャ
リ
テ
ィ
も
ち
つ
き
大
会
実

一門

ゃ

に

使

わ

れ

る

。

行

委

員

会

三
十
三
万
五
千
三

+

や

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
十
七
円
、
競
輪
場
第
一
払
戻

や

川
協
議
会
(
電
話
回
|
二
三
三
三
)
七
千
三
百
二
円
、
平
塚
工
業
高

ベ

糾

へ

。

(

敬

称

略

)

校

社

会

福

祉

委

員

会

一

万

八

M

L
T

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
・

わ
ん
百
円
、
さ
く
ら
会

一
万
一
千
四

+

川

ば
く
段
闘
い
も
っ
こ
隊
十
二

百
八
十
九
円
、
県
農
業
総
合
研
吋

村

万
円
、
お
も
と
や
不
動
産
一
究
所
収
穫
祭
実
行
委
員
会
六

村

上干

万
七
千
九
百
四
十
七
円
、
都
海
万
四
千
九
百
十
二
円
、
平
塚
背

+

川

人

二
万
円
、
信
総
商
事
一
色
申
A

去
冨
婦
人
部
・
長
谷
川
京

吋

判

万
五
千
円
、
木
も
れ
陽
一
万
子
・
市
老
連
婦
人
部
手
官
官
サ
1
M

咋

三
百
九
十
五
円
、
鈴
木
内
科
外
ク
ル

・
手
芸
サ
ー
ク
ル
み
ど
り
中

川

科
医
院
二
千
九
百
八
十
七
円
、
会
・
手
芸
サ
ー
ク
ル
む
つ
み
会
・一門

+

鈴
木
篠
校
十
五
万
三
千
三
百
中
村
美
和
子

・
山
田
道
子
・
杉

+

+

十
円
、
吉
津
岱
美
子
二
千
円
、
山
忠
治

・
平
木
敏
勝

・
山
崎
竹

や

川

ひ
ま
わ
り
一
万
五
千
八
百
円
雄
各
一
万
円
、
ガ
1
ル
ス
カ

同

+

林
屋
酒
底
四
千
五
百
七
十
五
ワ
ト
日
本
連
販
神
奈
川
県
第
二
+

や

円、

N
T
T
平
塚
支
底
五
万
十
団

・
竹
花
陽
子

・
神
米
商
平

や

吋

一
千
三
百
円
、
錦
町
公
園
愛
護
塚
支
部
・
す
み
れ
会

・
高
本
努
川

+

会
五
千
五
百
四
十
四
円
、
か
各
十
万
円
、
花
水
梧
葉
会

・

+

ゆ

た
つ
む
り
八
千
円
、
和
田
利

三
留
歳
興
・
楽
彫
会
有
志
・
阿

ベ

同

彦

一
万
七
千
三
百
五
十
円
、
部
靖
子

・
す
み
れ
会
各
五
千

一門

+

ゴ
ル
フ
協
会
二
十
万
円
、
東
円
、
湘
南
た
ば
こ
商
業
協
同
組

+

や

京
電
力
平
塚
営
業
所
二
十
万
合
婦
人
部
・
和
田
ム
メ
子
・
本

+

川

六
千
八
十
一
円
、
協
同
組
合
ま
門
仏
立
宗
平
塚
上
行
寺
各
五

一門

+

つ
り
実
行
餐
品
会
十
一
万
百
万
円
、
匿
名
(
六
件
)
八
万
L
V

ゆ

四
十
一
円
、
平
憲
議
事

三
千
八
百
七
士
丙

咋

H
T
A

九
千
三
百
五
十
三
円
、
マ
児
童
福
祉
へ
・

匿
名
一

同

+

障
害
者
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
千
円

+

や

一
千
円
、
山
城
子
ど
も
の
家
マ
社
会
福
祉
へ

・
磯
崎
姉
夫

+

吋

四
千
七
百
八
十
円
、
ラ
タ
ン
会

二
千
円

ベ

村

ふ
じ
一
同

一
万
三
千
六
百
円
、
マ
童
遺
児
へ

・
警
生
命

村

や

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
リ
パ
テ
ィ
l
教
保
険
平
塚
営
業
所

一
万
円
、

や

吋

団
平
塚
協
会
五
万
二
千
二
百
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
諮
会

吋

村

円

、

湘

霊

雲

三
万
五
千
十
万
四
千
三
百
六
十
五
円
、
泉

村

や

円
、
五
領
ケ
台
高
校
図
。
委
只
栄

一
一

千
円
、
湘
南
ハ
l
レ

や

吋

会

一
万
三
百
八
十
円
、
南
部

1
会
十
万
円
、
誠
進
製
作
所

ベ

付

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
二
万
一
万
五
千
円
、
平
塚
帝
会
三

村

上申

二
千
四
百
三
十
五
円
、
パ
ー
ル
万
六
千
百
四
十
五
円

や

メ
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γu『

会

二
千

円

わ

れ

る

。

ご

協

力

を

c

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(
平
塚
球
場
内

・
電
話
お

1
0
一
O
一一
)
へ
。
(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
護
金
へ
・
平

塚
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
十
万
円
、

山
腰
視
洋
・
浅
見
英
彦

・
大
友
喜

成
・小
泉
一
二
三
・小
瀬
村
春
雄
・

野
島
リ
ツ
コ
各

一
万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使
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王お@

ヲ 骨

{
心
仏
物
語
り(

じ
ゅ
う
お
う
)
の
中
心
的
な

存
在
で
、

地
獄
で
亡
者
の
罪
撲

を
裁
く
王
で
す
。

「う
そ
を
つ

く
と
閤
魔
様
に
舌
を
抜
か
れ

る
」
と
い
う
の
は
、
十
王
に
裁

か
れ
る
と
い
う
考
え
が
背
景
と

な
っ
て
い
ま
す
。

閤
魔
王
に
代
表
さ
れ
る
十
五

信
何
は
、
平
塚
市
内
の
石
仏
か

ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
数
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、

小
鍋
島
の
「
お
じ
ゅ
う
屋
敷
」

と
呼
ば
れ
る
所
に
は
地
蔵
な
ど

と
と
も
に
ニ
基
の
十
王
像
石

仏
、
四
之
宮
の
大
念
寺
に
は
悶

上吉沢・延命寺の間魔王

魔
王
と
奪
衣
婆
(
だ
っ
え
ば
)

と
思
わ
れ
る
石
仏
、
そ
し
て
上

吉
沢
の
延
命
寺
に
も
間
魔
王
と

ニ
基
の
十
王
像
が
あ
り
ま
す
。

写
真
は
延
命
寺
の
閤
魔
王

で
、
台
石
も
含
め
る
と
百
四
十

日
ン
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
す
。
両

脇
に
あ
る
十
王
像
の
一
基
に
は

寛
文
十
三
年
二
六
七
三
年
)

と
あ
り
ま
す
。
閤
魔
王
は
こ
の

十
王
像
と
同
じ
材
質
で
す
の

で
、
建
立
年
代
も
同
じ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

(博
物
館
主
任
学
芸
員

直
之
)

JII 


